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鉄合金メルトの密度や粘性は惑星の流体コア運動を理解する上で重要で

ある。メルトの物性はその構造に関連しており，圧力下における鉄合金メルト

の構造変化は興味深い研究課題である。本発表では，純鉄メルトに対する放

射光を用いた高温高圧その場観察実験の結果を報告する。 

実験は PF-AR，NE5C に設置された MAX80 を用いて 7GPa までの圧力で行

った。圧力 2，5，7 GPa，温度 2100，2300 K において，白色 X 線を用いたエネ

ルギー分散法により鉄合金メルトの X 線回折プロファイルを収集した。 

Fe メルトの構造因子 S(Q)は常圧（0.1MPa）から 7GPa までピークが高 Q 側

にシフトする以外顕著な変化はなく，Fe メルトが一様に収縮していることを示し

ている。S(Q)のフーリエ変換から得られた動径分布関数も，同様に 7GPa まで

一様収縮していることを示している。この結果は Sanloup 等(2000)による Fe メ

ルトは 5GPa 付近で bcc 類似構造から fcc+bcc 類似構造へと変化するという

報告と異なる。一方，Shen 等（2004）は DAC を用いた X 線回折実験から

27GPa から 58GPa の圧力では常圧と同じ最密充填構造をとると報告している。

我々の結果は Shen 等(2004)と調和的であり，Fe メルトは常圧から少なくとも

60GPa までは大きく構造を変えず，一様に収縮していくと考えられる。 
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